
《誰もが生涯にわたって学びあうまちで、生きる力とつながりを育む》

①自分で考え、自分の意見を恐れずに言える力

②多様性を受け入れ、他者との関係を豊かに結べる力

③困っている人を助ける等、社会のなかでの自分の役割を自覚する力

高 齢 期

成 人 期

学 齢 期

就 学 前

学びあうまち・顔の見える区域

○遊びを通して人（物）と関わる力

○保育所と幼稚園・区立と私立のつながり

○親が子を育む力を支える

○責任分担と情報共有ができる枠組み作り

○学校の安全・安心と学校開放の両立

○土地の文化を生かし、多文化と融和する力

○高校生・大学生が楽しみを地域で見つける

○各年齢に応じて「人のためにできる事」を発見

○活動を通して仕事・家庭以外の自己肯定感向上

○若輩者を受け入れる心を養う

○地域の力を活かす力を束ねる力
○地域や区域に関わらないグローバルな交流力

○異なる世代・立場・職種と接する機会や場所

○いろいろな職業・生き方を学ぶ（キャリア教育）

○区立小学校図書室を幼稚園・保育園に開放

まちをつくる先輩に学ぶ
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